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ｲﾉﾝ L型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙⅢ 
 
ｲﾉﾝ製品のお買い上げ有難う御座います｡ 
 
ｲﾉﾝ L型光D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ3は､ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞとｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞとの信号伝達に光ﾌｧｲﾊﾞｰを用いる事で､従来のﾜｲﾔﾚｽｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞ
の様に環境光の影響を受けず､より確実な“光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ”接続を実現する接続ｵﾌﾟｼｮﾝです｡ 
また､ｽﾄﾛﾎﾞとの接続に使用する“光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”を 2本まで固定可能ですので､ 3灯以上の多灯構成では､1台のﾏｽﾀ
ｰｽﾄﾛﾎﾞから 2台のｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞへ､2股状に『光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ接続』を行なう事も可能です｡ 
対応するﾏｽﾀｰ/ｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞの組合せに制限があります｡詳細は対応ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞ/対応ｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞの項をご確認下さい｡ 
 
 
製品内訳 : ・ L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL ①  ×1 

・ ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3 ②  ×1 

光ｶﾞｲﾄﾞｷｬｯﾌﾟ WL  ×1 

ｷｬｯﾌﾟ固定ﾀﾞｲｱﾙ  ×1 

光ﾌｧｲﾊﾞ固定ﾀﾞｲｱﾙ  ×1 

光ﾌｧｲﾊﾞ固定ｺﾞﾑ  ×1 

・ 予備光ﾌｧｲﾊﾞ固定ｺﾞﾑ③  ×1 

・ 使用説明書(本書)  ×1 

 

 

 

対応ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞ : ・ ｲﾉﾝ S-2000 
 
 
 
 
対応ｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞ :  L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LLをそのまま､取付け可能な機種(ﾜｲｱﾚｽ〝対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ) 

ｲﾉﾝ Z-330、D-200、S-2000、Z-240【Type4】、D-2000【Type4】 
 

    L型光 D ｹｰﾌﾞﾙのｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞを､｢ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ非対応｣(別売)へ交換する必要がある機種 
(ﾜｲﾔﾚｽ〝非対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ)（※） 

・ ｲﾉﾝ Z-240【Type3/Type2/Type1】、D-2000【Type3/Type2/Type1】 
D-2000W、D-2000Wn、D-2000S、D-180、D-180S、Z-220F、Z-220、Z-220S 

・ ｲﾉﾝ TTL調光ｾﾝｻｰ Z + ｲﾉﾝ Z-22 
・ ｲﾉﾝ TTL調光ｾﾝｻｰ SB + 対応する TTL ｵｰﾄｽﾄﾛﾎﾞ 
・ ｲﾉﾝ TTL調光ｾﾝｻｰ YS + 対応する TTL ｵｰﾄｽﾄﾛﾎﾞ 
・ ｲﾉﾝ ﾌｫｰｶｽﾗｲﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰ + ｲﾉﾝ Z-220F/Z-220S/Z-220/Z-22 

 
 

（※）交換方法に付いては､｢ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ非対応｣付属の｢ｽﾄﾛﾎﾞ側 L型ｺﾈｸﾀ仕様変更手順書｣を 
ご参照の上､ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞの交換を行ってからご使用下さい｡ 

 
（※）交換方法に付いては､別紙｢ｽﾄﾛﾎﾞ側 L型ｺﾈｸﾀ仕様変更手順書｣をご参照の上､ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞの交換を行っ
てからご使用下さい｡ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
接続方法 : ・ ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3を装着します 

“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3”の金属製ﾀﾞｲｱﾙ“ｷｬｯﾌﾟ
固定ﾀﾞｲｱﾙ”を緩めた後､白い部品“光ｶﾞｲﾄﾞｷｬｯ
ﾌﾟ WL”の『丸い面』が､対応するﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞの“光
D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ 3接続部”の 奥側となる様にはめ
て下さい｡ 
その後､“光ｶﾞｲﾄﾞｷｬｯﾌﾟ WL”が回転してしまわ
ない様にしっかり押えながら､“ｷｬｯﾌﾟ固定ﾀﾞｲｱ
ﾙ”を締め付けて固定します｡ 

ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞとｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞが異なる機種の場合､各ｽﾄﾛﾎﾞともﾏﾆｭｱﾙ発光に設定した場合を除き､撮影意図と異なる発光量ﾊﾞﾗﾝｽとなる場
合があります [例:左右とも同じ光量で『平坦に』ﾗｲﾃｨﾝｸﾞしたい場合でも､左右の発光量が異なってしまう等]｡  
これは､各ｽﾄﾛﾎﾞで閃光(ﾌﾗｯｼｭ)動作の仕様[最大発光量/発光時間/単位時間当りの発光強度等]が異なることや､各自動調光方式のｽﾚ
ｰﾌﾞ増灯時の動作に起因した現象で､各製品仕様上正しい動作となります｡  
発光量ﾊﾞﾗﾝｽを調節する為には､『各ｽﾄﾛﾎﾞ側にて適切な発光量補正を行なう』､『適切な“拡散板”の取り付けを行なう』､あるいは
『(本製品を使用せず)2 灯ともｶﾒﾗｼｽﾃﾑに直接接続する』等が必要となる場合があります｡各ｽﾄﾛﾎﾞ同士の組み合わせにおける推奨接
続/設定例につきましては､各ｽﾄﾛﾎﾞ付属の使用説明書をご確認下さい｡ 

(2018年 11 月現在) 
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・ L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LLを取り付けます 
“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3”の黒色ﾀﾞｲｱﾙ“光ﾌｧｲﾊﾞ固定ﾀﾞｲｱﾙ”を回して緩めてから､ｺﾞﾑ部品“光ﾌｧｲﾊﾞ固定ｺﾞﾑ”
の穴に“L 型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL” のｹｰﾌﾞﾙ断端を差し込み､奥まで達している事を確認後､“光ｶﾞｲﾄﾞｷｬｯﾌﾟ WL”
が回転してしまわない様にしっかり押えながら“光 D ｹｰﾌﾞﾙ固定ﾀﾞｲｱﾙ”を捩じ込んで固定します｡ 
拡散板を使用している場合には､拡散板の上からしっかりと押え､“光ｶﾞｲﾄﾞｷｬｯﾌﾟ WL”が回転してしまわな
い様にご注意下さい｡ 
なお､“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3”には､本製品に含まれる“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”を 1本のみ固定する事はもちろ
ん､別売ｵﾌﾟｼｮﾝの“光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”単体を加えた 2本を同時に固定する事も可能です｡ 
“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”のｹｰﾌﾞﾙ側断端の取り付けが終了した後､ｺﾈｸﾀ側をｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞの調光ｾﾝｻｰ部に取り付けま
す｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて : ・ ご使用後は､“L 型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”､“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3”共に､ｽﾄﾛﾎﾞ/拡散板から取り外し､真水中(30℃

以下)に数時間静置して塩分等をよく取り除いた後､ｴｱｶﾞﾝ等で水滴を吹き飛ばし､直射日光の当たらない､
風通しの良い場所に置き､乾燥させて下さい(完全乾燥には数日掛かります)｡ 

・ 特に“Ｌ型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”端の光ﾌｧｲﾊﾞｰ断面は､ｽﾚｰﾌﾞ“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3”から外した状態で丁寧に洗
い､塩分を良く落して下さい｡“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”の断面に傷が付いたり､塩分が残留して曇ってしまった
りすると､信号がうまく伝わらなくなる場合が
あります｡ 

・ 取り外した“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3”は､構成部品
を無くさない様注意して下さい｡ 

・ 上述の理由等で信号が伝わり難くなった場合や､
ｹｰﾌﾞﾙを短くして使用するには､必要に応じて光
ﾌｧｲﾊﾞｰを切る事が出来ます(L 型ｺﾈｸﾀ側の光ﾌｧｲ
ﾊﾞｰを切断する場合は､弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの『TOP > ﾃ
ｸﾆｶﾙｶﾞｲﾄﾞ > L型光ｹｰﾌﾞﾙ分解組立』にて公開し
ております『L型ｺﾈｸﾀ仕様変更手順書』をご参照下さい)｡ 

・ 切断の際､“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”の中心にある光ﾌｧｲﾊﾞｰの切断面に凹凸が出来ると､光信号が伝わり難くなり
ます｡切断前の状態よりも断面の凹凸が酷くなった場合や､切断後に信号が伝わり難くなった場合は､切断
作業をやり直して下さい｡ 

 
使用上の注意 : ・ “L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”は超耐久仕様(最小曲げ半径 2mm)となっておりますが､それ以上曲げたり､強い刺激が

加わったりすると､内部で折れる可能性があります｡また､長時間曲げたままにすると形状が記憶されてし
まいます｡正常に信号が伝わらなくなりましたら､ｵﾌﾟｼｮﾝの｢交換用光ﾌｧｲﾊﾞｰ･L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL/L型光ｽﾚｰﾌﾞ
ｹｰﾌﾞﾙ用｣と交換して下さい。 

・ “L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”をﾊｳｼﾞﾝｸﾞやｽﾄﾛﾎﾞに接続した状態で､ｹｰﾌﾞﾙを持ってそれらを持ち運ぶなどすると､光
ﾌｧｲﾊﾞが L 型ｺﾈｸﾀから外れたり､ｽﾄﾛﾎﾞ/L 型ｺﾈｸﾀ/光ﾌｧｲﾊﾞｰ等が破損する恐れがあります｡このような扱いは
避けて下さい｡ 

 
ｵﾌﾟｼｮﾝについて : ・ L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL      \7,000-(税抜) 

製品内訳画像中の､①です｡対応するｽﾄﾛﾎﾞ2台と､ｽﾚｰﾌﾞDﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ3とを直接接続する際､追加で必要となります｡ 

・ 交換用光ﾌｧｲﾊﾞｰ･L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL用    \4,700-(税抜) 
製品内訳画像中の､①からｽﾄﾛﾎﾞ取付用のｺﾈｸﾀを除いた物です｡ 

・ ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 3(予備部品付)     \2,000-(税抜) 
製品内訳画像中の､②､及び③です｡ 

・ ｽﾄﾛﾎﾞ側 L型ｺﾈｸﾀｷｯﾄ(ﾜｲﾔﾚｽ対応)  [保守部品]  \2,500-(税抜) 

本製品から光ﾌｧｲﾊﾞｰを除いた､ｺﾈｸﾀﾕﾆｯﾄの交換ｷｯﾄです｡ 

・ ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ対応  [保守部品]      \600-(税抜) 

本製品に標準装備されている､ﾜｲﾔﾚｽ〝対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ用のｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞです｡ 

・ ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ非対応  [保守部品]     \600-(税抜) 

ﾜｲﾔﾚｽ〝非対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ用のｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞです｡本製品を､ﾜｲﾔﾚｽ〝非対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ(本書内 

｢接続対応ｽﾄﾛﾎﾞ｣の項参照)に使用する場合に､本製品のｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ対応と 

交換します｡ 

しっかり 
押える 

しっかり 
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(接続方法のつづき) 


